
 

R７．５ 

徐々に幼稚園に慣れ、笑顔をたくさん見ることができて嬉しく感じています。 

一人ひとりのペースを大切に、ゆっくりと慣れていただき少しでも楽しいと 

思ってもらえるよう過ごしていきたいと思います。 

お 知 ら せ  

☆第４回は園庭にあるガチャポンプを使って遊びます！ 

  服 装：汚れてもよい服装・サンダル  持ち物：着替え 

  ・通常通りカルチャールームにお集まりください。 

・天候や気温によって活動内容が変更することがあります。 

☆第５回は制作あそびと、６月の誕生会を行います。 

 5 月の予定  

時 間   《受 付》９：４０〜９：５０ 

《主活動》１０：００～１１：００ 

持ち物   出席カード・上履き・下足袋・水筒・おしぼり（手拭き用） 

＊ご不明な点はいつでも園までご連絡ください。 

 

月 火 水 木 金 

   １ ２ 

５ こどもの日 

  
６ 振替休日 ７   ８    ９  

１２ １３ 

   

１４ 第３回 

   こあら 

１６ 第３回 

    ぱんだ 

１７ 第３回 

    きつね 

１９ 

  

２０ ２１ 第 4 回 

   こあら 

２２ 第 4 回 

   ぱんだ 

２３ 第 4 回 

   きつね 

２６ 

 

２７ 

 

２８ 第 5 回 

   こあら 

２９ 第 5 回 

   ぱんだ 

３０ 第 5 回 

   きつね 

ぷれ保育 つくしんぼ通信 



 
 

《親子分離のねらい》 

● 自分でやってみる気持ちを育てる 

2 歳は「じぶんで！」「やってみたい！」があふれてくる時期です。 

少しずつ大人の手を離れ、挑戦することで自信と自立心が育ちます。 

● お友達や先生との関わりが増える 

おうちの人がそばにいないからこそ、お友達や先生との信頼関係が深まったり、

社会性の芽も育っていきます。 

● 離れても「大丈夫」という経験を積む 

「おうちの人が見えなくても、ちゃんと迎えに来てくれる」 

そんな経験の積み重ねが、お子さまにとって大きな安心につながっていきます。 

 

《ゆっくり、段階的に進めていきます》 
「今日からいきなりさよなら！」なんてことはしません！お子さまが安心できるよ

う、次のようなステップを踏んで進めていきます。 

1. まずは同じお部屋で一緒に過ごす 

おうちの人と一緒にお友達や先生と関わり安心できる場という事を知ります。 

2. 少しずつ距離をとってみる 

絵本や紙芝居をお子さまは前・おうちの人は離れられそうな場合は後ろで、

少し離れて見ていただきます。 

3. 保護者の方に別室でお待ちいただく 

「見えないけど、近くにいる」経験をしていきます。 

安心して過ごせるようになったら、少しずつ時間を延ばしていきます。 

 

 

お子さま一人ひとりの様子に合わせて、無理のないペースで進めてまいります。 

保護者の皆さまのご協力と見守りが、大きな成長につながります。 

親子分離は、ただ「離れること」が目的ではありません。 

“親と離れても安心できる”“一人でもがんばれる”という経験が、これからの園

生活、そして人生の土台となります。小さな一歩を、大きな成長につなげるために、

私たちも一緒に関わってまいります。 

ご不安なことやご相談があれば、いつでもお声かけください。 

つくしんぼでは、これから少しずつ「親子分離」の時

間を取り入れてまいります。 

「まだ早いのでは？」と心配に思われる方もいらっしゃ

るかもしれません。しかし、おうちの人と離れる経験が、

お子さまにとって大きな成長への第一歩になります。 

そこで今回は、親子分離のねらいや、進め方について 

お話させていただきます。 

親子分離 


